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うっ蒼と茂る杉並木､ここ､甘木神明山の高麗に位する御社o簡素清純を美しい両線韓

戌の現存最古の神明造oめまぐるしい現代社会の流れから忘れ去られた片田舎に今日も港

こそかに鎮まっていますo千古の歴史をひめ､擦りひろげられる様々を人間像を膜してo
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神明宮大杉(天然記念物)宮本神明宮の拝殿の東側に接して大

杉があり､御神木と呼ばれています｡高さ約55米で目通りの

周囲は9.21米ほど､秘令は1000年以上と措定されていますo

この外境内の人中の並木樹がゆう合した三本杉も天然記念物-こ

に指定されています｡

文化財をたずねて
文部省や県では､勧ミ園にとって芸術上､学問上情に価値の高いも

のを､国宝､重攻文化財､史跡､名勝･矢鱈己念物などの名前と特

別に保護を加えてきました｡これら白理事に取が町C鬼瓦なるものに

限定されているので､また地方にはその地方として佃'.i-.'あ-=･文化1+,i

がたくさん放されています｡この地方の文化膏を言護しようという

動きが最近各地におこって彊した○この機三にこの地方にどんな

文化肋頻され特有されてき?:-かこれから見てゆきこいと言います

特色ある仁科氏文化
大町市を一国とする地方は古くか

らミ仁科の里ミと呼ばれ､勘潤

を謙県民が支離していた平安時代

の卓抜から仁科の御薗(伊勢神宮

の頒地ということ)として､豪族

仁科氏によって治められていまし

た｡この軸ま治承3年(1179年)

仁科轄家によっで作られノ七､八坂

村の醸尾観音堂の国宝､千手勧善

の像の中の木札の文によって明ら

かになっています｡

仁科氏は戦疎時代中期まで勤宴の

士としてよく朝廷に仕え､当時華

やかだった京都の文化を仁科の里

に移入し､独特の仁科氏文化を数

多く残しました｡この頃建てられ

た大町市社区官本にある国宝和明

官の本殿百円は､地方にある神明

造りの最古のものとして大切に俸
藤尾千手観音(重要文化財)体
内に木札白銅鏡摺仏が納入

存されています｡ 20年に一斑ずつ遷宮(お宮の造りかえ)が行われた

ことが､永和2年(1736年)からの標札で知られ､そのうち27枚が

董婁文化財になっています○そこには文弘美元什(1278年)の古い懸

鶴が16両も保有され重-r#知侍品としで雷管のあるものとされていま

す｡お宮の樺には天然記念物として庄径3メート,しもある大きな杉

の木があります｡流鏑馬で有名な大町市内北部の王子紳社は､南北

朝の境南軌こついて活躍し++.仁科輔劫-瀧郵楠から移し7'-=もので

あるといわれています｡番目造りで酌Lr.3年(1654年)に作りかえ

られたものが今別こ夏日)､地方色ある亜竣なおのとなっています｡

叉計し皇宮槙原にある盛運書簡書聖も､文化財とされその昔仁科氏

の祈願寺とな-ています｡これらの現存する建築文化財はみな金原
周防の手によるものです｡
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盛蓮寺観音堂(重要文化財)もとは現在地より北の山寺

というところにあったものが､戦国時代に現在の場所に

移されたといわれでいますo
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王子神社(重要文化財)左奥に見えるのか本殿で重要文化財に指定されてい

ます｡屋根は優美な春日造､こまかい彫刻がほどこされ､正面の赤鬼の面が

奇異にうつります｡

遺構の残る多くの城跡
仁科氏は始め社区の館の内に練を構えていました｡そして城を社屋

潤田に城の峰城､丹生子に乃隻手城､木舟に義賊､北城と急峻な山

の風二山城を,"二でました｡そこは今は荒ればててすゝさが背丈もの

びていますが､その跡を見ることができます｡安曇平を-眺できる

天然の要害です｡又今の大町市のらんかんの上に松崎城をたて､犬

町公園の下の今の薬師堂の

所に丑錦城を作って北方の 薬事r畢妄言ナく~-

敵に1萌え､こゝで仁科の里'

を治めていました｡大町市　く

附通はその頃荘地として施

んに開墾されたものです｡

その頃の城主､仁科盛弘は

木曾義仲の軍に加おり京都

に攻め上り､平氏を追い落

しましたが､源義経に破れ

た記録が.掘平盛衰記など

で与かゞおれます｡

南北朝の頃､仁科氏は大町

市の今の天正幸の所に鱒を

我が国最古のものとして有名です｡時代をさかのぼって

この地方に縄文時代､弥生時代の頃の邁顕が多く安曇族

の入る前と考えられる人々の様子がうかがわれます｡平

区海の日に発見され●二組形鋼翁は､弥生時代に西日衣文

化の入って来ていた事を物語る黄重なものです｡

自然がつくった文化財
我が世の春とその陸離を誇った人々の生活も､悠久の

歴史に一粒のうたかたと消えて､再び新しいうたかたが

生まれて来ます｡郷

土に残され子こし栄棺盛

衰の足跡は､今日も

夕日に照り映えた北

アルプスのおおらか

な山容に包まれて静

かに暮れようとして

います｡

ふるさとの人々の

綾なした生活の歴史の背後には

永遠の生命をもった美しい自然

があるのです｡その人々の生活

の中に通された数々の文化財と轄青彩_義

同じ様に彼らの造った数多くの

文化,財があります｡即ち副葬､

天然記念物等であり

名勝はすく､れた風景　享清
←  i
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湯股噴泉丘(天然言己念物)高瀬i葵谷の_上流蕩股地獄

谷にあり大きなものは2米｣21_亡の高さになります

移しました｡その北側のり副ま今もな憂苦の彰をとゞめています｡そ

の周囲には北原城､高原城や六日町の大念寺跡や､九日町の妙害庵

跡に城が酌置されていましたが､今は田や畑や人家の建った所とな

ってしまいました｡又平区の木崎湖のほとりにも森城がたてられ､

その大きさが遺構ではっきり見るこかでときます｡これらの城跡､

居館跡はすべて長野県で史跡に指定

されています｡

この南北朝の終り頃､仁科の御厨も

他の詣家の手にうつりかおり.仁科圧

として､仁科氏は北安曇郡はおち7'

ん､南安曇郡に至る広い地域を麦萌

しました｡その仁科氏も戦圃時代の

天文23年(1554年)仁科辞政の時伊

那の高遠で武田信玄に滅されました

そして仁科の里にも武田勢が攻め込

み､ついにこの地の仁科氏統治は終

ることになりました｡

先住民族を語る細形銅銭
仁科氏をはなれた電填文化財もあり

ます｡社IX-_木舟に発見された銀製鰐

口は安貞2年(1227年)の銘が入り

優秀なものや名所的　水神社の若くこれ(県天然記念

学i嗣勺価値の高いも　　物)中綱湖西軍の水神社境内

のがあげられる｡木　にある御神木

ツサマグナの構造線に沿って出来た仁科三瀧は県指定の

名勝として､幽玄な湖面に緑の影を映し､湖水中にはヒ

メミズニラ､淡水海綿など珍奇な生物を産しています｡

天然記念物は動物､植物､地質､銭物などが自然に産出

する状態の代表的な標本を指しています｡学滋の標本霊

や博物館､植物園などに陳列したり栽培したりする事の

出来ない様な天然の状態にあるものをいいます｡例えば

社区宮本の卸明宮の大杉のように､人が伐ったり風で倒
されたりしないで自然の恵まれた条件のもとではすくす

く成長します｡中綿湖群水神杜にある秦譲県指定は､直

径2メ- i-ル以上もあって原生株の邁木として､貴重なものです｡

この他高繰入の湯股の地獄谷にある噴湯丘と球状方灰石､或は爺

ケ岳の奇形水晶(県指定) ､動物では高山帯に生活しているカモシ

カ､ライチョウ､ヤマイタチ(県指定) ､高山蝶のクモマツマキチ

ョウ､クモマペニヒカゲなど(県指定)があげられます｡
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仁科三湖(県名勝)青木･木崎･中綿の三湖を総称して仁科三湖と呼んでいます｡大正5年信濃鉄道開

通と糸魚川街道の自動車使用で人々(こ知られてきました｡写真は青木湖畔から白霜を望んだものです
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【動物園だより】　澄みきった秋空の小春日和､今日も博

物館の庭は遠足の生徒で賑わっている｡今年の脅ままだ赤ちゃ′〈jご

った動物も､もう腕白ざかり｡あばれん助はお猿のミもんちゃんミ

首輪についた鎖を片手で握ってぶらんこしては木の枝によじのぼっ

て腰をお2)す｡彼女は輯いものゝ前ではlill原をよそおっで一るが柏

手が謁いとみるや､口をとがらせて真剰こなって威諏こかゝろ｡利

口なのは蔦のミく7)ちゃん､徳の生れま′ト谷の山奥だが人まねが実

に上手で､人が近づくとミあほ-ミ　ミあほ-ミ　とはっきり申す｡最

近ではミくまかミ　ミはかミ　と云うのかお得意､ミかあミ　ミかあ､と鳴

くのは既に忘れてしまっている｡それにしても人の千と同じ筏にあ

まり良い事は覚えない｡

静かでおとなしいのは

かもしかのミ岳子さんミ

丸々太って伸びきった角

を飼育舎の柱で揺さあげ　を

ている｡食いしん坊の兄

弟は子熊のミ太郎､とS'

花子ミ餌も見せようもの

なら大騒ぎ､しかし油鰯

は出来ない｡彼等も日本

で唯一の檻獣の子供､ま

だ伸びてもいない牙と爪

をたてることをちゃんと

知っていろ｡ 【写真は成

長したカモシカミ喜子ミ】

博物館後援会員募集
博物館後援会の会員を募集しています○年額千円を納める団体なら

びに､年額三百円以上を納める個人を正会員といたします｡会員に

は次のような特典がありますo

1 ､博物館の諸指導行事を通知し参加の億をはかる0

2､毎月さやまと博物館ミを配布する0

3､団体には講師､指達者派超の求めに応じる0

4､博物館に支障のない限り､博物館の資料(標本､図書･写真･

図版等)器具の借り出しをあっせんする0

5.その他博物館で種名同定､研究指導など諸種の便宜をうげろあ

.,せんをする0

6､いつでも博物館を無料で観驚できる｡

【博物館だより】 9月23日日本ア,しブス撮影隊の合同会議

2仲居谷里調査(桶物) 25日北アの動物たち録音(NHK)

26日第7回山の歌声　28日大町市文化財調査委員会(会議室)

29日博物館建設推進委員会　仁科三湖採水作業　30日映画会(こど

も会) 10月1日居谷里調査(気象)　カモ24時間観察　2日博物

館公民館合同委員去　3日市内文化瞭閑査　4日居谷里調査(植物

) 7日～10日居谷里調査C動物､地質) 12日新館上棟式14日東

映教育映画撮影打合16日カモ24時間額察　第1次雨量計撤収作業

17日-20日市内文化弔福岡査18日文化祭喪禾計画打合会

(今月の寄贈)　シギ一種1体　大町市大新田町渡辺､セグロ

セキレイ1体　大町市八日町丸山武治､常盤泉降旗課業､メボツ

ムシクイ1体　大町市九日町高揚貞雄､ピッケル1点　大町市常盤

泉北沢武男､昭和初期のスキー　大町市東町桑原参始部､起火の

台石　大町高祖丹生子永田愛辰､タシギ1体　平区海ノ口郷津繁

雄､マムシ1点　社区松崎松倉登､カナ-ビ1体　大町市詔電第二

社宅村田高志｡

おしらせ　本紙の購読を御希望の方には実費1部10円

でおわけします｡但し遠方の方は郵送料の実費をいた

だきます　　　　　　　　　　大町山岳博物舘後援会

博物館の:完成は11月下旬
10月中旬完工予定の博物館新館は､天麿不順のため工事が遅れ､

11月下旬まで工事期間が延長された｡太絹では12月から順次資料の

移転をはじめ来春4月から正式に開館する方針をとっている｡動物

園もそれまでに全施設を移転する(写真は工事中の博物館新館)

山岳会

設立は昭和20年部員数

31名｡機関紙ヽふみあ

とヽを発行し毎年集団

登山を行っている｡

図案は塚本満治氏｡

大町市文化祭開く
昭和31年度大町市結合文化祭は11月1日から5日迄大町市公民館､本

館共催で全市的な行蔀として華々しく開催される｡今年度は市民レ

クリエーションを主眼に市の縫合文化祭として郷土文化の向上に資

する慧味で､多くの期待が寄せられている｡こゝに市文化祭のあら

ましを紹介しよう｡

〇第-会場　大町市公民館　菊花霞､美術･写真霞､公営結婚式場

公開､図書､生花展､大町･松本･糸魚川三市みやげ品霞｡

〇第=会場　大町山岳博物館　市内文化財霞､山の生活展､居谷里

寝､全国山岳会バッジ霞､資料室公開｡

○第三会場　大町劇場　映画｢夕日と拳銃｣ ､歌舞伎､流動｡

雨量記は撤収

本年5月から奥黒部一帯に設置され､山岳雨量の記録を続けて来た

関電の自記雨量計は､本館他関係者の手によって撤収されで了､る｡

現在第二次撤収作業(信州側の11台)が行おれている｡

編集後記　本号は郷土の文化財として先人が適した文化的遺産を

眺めてみることにした｡こゝに挙げられた文化財は国法或は県条例

によって指定されたものゝ一部である｡まだまだ我々の視野から見

逃すことの出来ない童婁な文化財が数多く存在している｡ ▲近年文

化財に対する認識が高まり､その保護保存の動きが見られて来たの

は喜びに堪えない｡来年は大町市でも文化財保護条例と風致地域条

例がつくられる｡ ▲恒例の文化祭には教育委員会と本館の共催で市

内文化財展が開かれる｡ ▲我々はこゝで祖先がすぼらしい文化財を

遺した雷実について大きな喜びを感ずると共に､その保護保存の必

婁性を再確認したいと思う｡
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